
宮城県内事業者の皆様へ ～補助金のお知らせ～ 

 

 

 

 
 

【 合理的な配慮のための環境整備促進事業補助金 】 

障害のある人への合理的な配慮の提供を促進し、障害のある人もない人も共生する社会の実

現に向け、県内事業者が行う合理的な配慮のための環境整備に要する経費の一部を補助します。 

 

１ 助成対象者 

この補助金を活用して環境整備を行った場合に、県が実施する普及啓発に協力できる者であっ

て、次のいずれかに該当する者 

①県内で、飲食、物品販売、医療等の多くの県民の利用が見込まれるサービスを提供する事業者 

※個人・法人を問いません。ただし、国、独立行政法人等、地方公共団体及び地方独立行

政法人を除きます。 

②県内に道の駅などの観光集客施設を設置している者等 
 
２ 助成の対象となる事業 

 合理的な配慮の提供を的確に行うことを目的とした、施設の設備（建物・機器・装置等）の 

整備・改修や従業員向け研修の実施など        【補助率３／４、補助上限額100万円】 

（例） 

 
３ 申請受付期間 

 令和４年１０月４日（火）から令和４年１０月３１日（月）まで 

※原則として、１事業者につき１回の申請とします 
 
４ 審査・交付決定 

 申請書類に基づき、審査会において審査を行います。（整備内容のモデル性も審査基準とする

ため、想定される利用者の障害特性やサービス分野、実施地域等のバランスも考慮します） 

 その後、審査結果に基づき、交付の可否を申請者に通知します。 
 
 

 

 

 

    

車いす使用者やオストメイト

対応トイレへの改修 

入口等の段差を 

スロープ状に改修 

点字メニューの作成 階段や通路等に 

手すりを設置 

障害のある人への合理的な配慮のための 

環境整備を支援します 

 

○電 話：０２２－２１１－２５３８   ○メール：syoufukup@pref.miyagi.lg.jp 

◇ホームページ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoufuku/r4kankyou.html 

 

お問い合わせ先：宮城県保健福祉部障害福祉課企画推進班 

ホームページは QR コードからもご覧いただけます▶ 

追加募集② 

mailto:syoufukup@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoufuku/r4kankyou.html


合理的な配慮のための環境整備促進事業補助金 Q&A 
 
Q１ 合理的な配慮とは？ 

A１ 障害のある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を必要としてい

るとの意思が伝えられたときに、障害のある人と建設的な対話を行ったうえで、負担が重す

ぎない範囲で対応することです。 

 

Q２ 県内で複数の店舗を経営していますが、補助金を申請できるのはその中の１店舗だけ

でしょうか？ 

A２ 本補助金は、１事業者につき１回の申請が原則です。ただし、複数の分野において

事業を展開している場合（例：飲食業＋教育関連事業など）は、分野ごとに 1 回で、

最大３回までの申請が可能です。 

 

Q３ イベントを開催するにあたり、聴覚障害者からの申し出を受け、手話通訳者の派遣を

依頼する場合は、補助の対象になりますか？ 

A３ 本補助金は、合理的な配慮を提供する基礎となる環境の整備を補助対象としており

ます。そのため、特定の日に、特定の方のために手話通訳者の派遣を依頼することに係る

経費は助成対象となりません。 

 

Q４ 県内で工場を経営しており，障害のある人も雇用していることから，職員向けに障害

のある人への配慮に関する研修の実施を予定していますが，補助の対象になりますか？ 

A４ 本補助金は, 障害のある人を含めた多くの県民の利用が見込まれるサービスを提供す

る事業者を対象としております。したがって，御質問の研修に係る経費は助成対象となり

ません。 

ただし，工場見学を実施しており，障害のある人が見学に訪れた場合を想定した研

修であれば助成対象となります。 

 

Q５ 県内で飲食店を経営していますが、手話のできる人を採用する予定です。手話のでき

る人を採用した場合、その人へ支払う賃金等は補助の対象になりますか？ 

A５ 本補助金の補助対象経費には、従業員の雇用にかかる賃金等は含まれておりませ

ん。したがって、補助の対象とはなりません。 

 

Q６ 補助対象者の要件として、「県が実施する普及啓発に協力できる者」とされています

が、どのような協力が求められますか？ 

A６ 補助事業の内容が分かる写真のデータ（例：設備改修前後の写真や研修会開催

時の写真など）をご提供いただき、県のホームページ等で環境整備のモデル事例として

PR することを想定しています。 

また、補助事業実施による反響（例：お客様からの反応や研修受講者の感想な

ど）についてお伺いして、写真とともに紹介する場合もあります。 

補助金の実績報告をしていただく際に、写真のデータも提出していただく必要があります

ので、忘れずにご用意ください。  


